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⼤阪⼤学 「ワニ博⼠」

対⾯授業に関する制限（緩和）
６⽉１１⽇〜６⽉３０⽇

・⼤学院の講義・演習科⽬（受講者１５名程度まで、教室定員
の半分まで）
・実験室、実習室等の施設・設備等の仕様が必要で延期が困難
な実験・実習・実技科⽬（許可制）

７⽉１⽇〜７⽉１２⽇

講義科⽬：
・学部専⾨科⽬（３年次以上）および⼤学院の科⽬
・室定員５０％以下で実施

実験・実習科⽬：
・学部専⾨科⽬及び⼤学院の科⽬は可
・室定員５０％以下で実施

実際には動画等を活⽤して、滞在時間を短くして
⼯夫をした実験・実習が多かった。
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⼤阪⼤学 「ワニ博⼠」

対⾯授業に関する制限（緩和）
７⽉１３⽇〜８⽉１０⽇
講義科⽬：
・学部専⾨科⽬（３年次以上）および⼤学院の科⽬
・室定員２／３以下で実施
実験・実習科⽬：
・学部専⾨科⽬及び⼤学院の科⽬は可
・室定員２／３以下で実施

全ての科⽬：全学年可能
室定員 2/3以下で実施
要配慮者に対応＋これまで登校してない学⽣を優先

秋冬学期から（１０⽉１⽇〜）

⼯学部：2年⽣で約８４％、３年⽣で約９２％の授業に、対⾯・オンラインの混合型
（ブレンデッド型）も含めて、対⾯講義を取⼊れ（時間割より）。
１年⽣は専⾨科⽬のみ対⾯授業を実施（週２⽇程度）

対⾯試験を可とし、
会場を調整した。
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⼿洗い励⾏︕なぜマスク着⽤︖⇒感染リスクの⽐較
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学生・教職員ひとりひとりの自覚が大事

「ルール主義」ではなく
活動基準の「なぜ？」を考え、共有する

大阪大学の感染防止方針



・ 複数人での会食は控える
・ 正面にシールドのないテーブルでは対面着座を避ける
・ 食事中の会話は控える



⼤阪⼤学 「ワニ博⼠」

●昼休みの密を避けるために、昼休み30分延⻑に時間割変更

●⽣協⾷堂では、仕切りを設置して密をさけ、学年毎の⾷事時間指定
（⼯学部地区には2年⽣以上しかいないため、２，３年⽣で時間を分割）
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【⼤阪⼤学における感染予防のための標準的対策（基本編）の徹底】
唾液中に相当な数のウイルスがいる
唾液腺に感染している疑いがある
普通の会話でウイルスを排出



学⽣アンケートの結果（抜粋）
•学部⽣ ３，１６１名から回答

•内訳 1年⽣： 1,789名
2年⽣： 652名
3年⽣： 442名
4年⽣： 266名
5年⽣： 4名
6年⽣： 8名







1年次必修科⽬「学問への扉」
学⽣対象アンケート
•調査時期：7⽉28⽇〜8⽉31⽇
•調査⽅法：KOANのWebアンケートシステムによる回答

• 授業担当者から授業時に連絡していただき、
可能であれば授業中にスマートフォンなどから回答
• 8⽉に学⽣にメールでリマインダを送信

•対象者数 3355名
•回答者数 2666名（回答率 79.5%）



設問3:実際に今のクラスを受講して（当初の
期待に対して）満⾜度はどのようなものです
か？

満⾜した, 1382, 
52%

やや満⾜した, 
1005, 38%

どちらともいえない, …

あまり満⾜していない, 69, 2% 満⾜していない, 
26, 1% 満⾜度平均 4.37

n=2666



⾮常に当てはま
る, 756, 28%

当てはまる, 1130, 
42%

やや当てはまる, 
574, 22%

あまり当てはまら
ない, 150, 6%

当てはまらない, 26, 1% 全く当てはまらない, 26, 1%

設問4：研究の⾯⽩さを感じられた

平均 4.89

n=2666



設問5：教員は授業（宿題、課題を含む）
にどのような教育⽅法を取り⼊れていまし
たか？
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（1）授業中にグループワークを取り⼊れていた

（2）学⽣によるプレゼンテーションを取り⼊れて…

（3）資料収集についての説明を取り⼊れていた

（4）調査の技法についての説明を取り⼊れていた

（5）レポートの書き⽅についての説明を取り⼊れ…

（6）⽂献の読み⽅についての説明を取り⼊れていた

（7）調査・フィールドワークを取り⼊れていた

（8）実験を取り⼊れていた

（9）作品などの制作活動を取り⼊れていた

（10）その他

n=2666









阪大型“ブレンデッド教育”の確立

★ 対話式教育の重視

文理を問わず、高学年では、ゼミや研究室等における
実践を伴う対話式少人数教育が中心。

★ 対面授業主体、メディアとのミックス

対面授業を主体にしつつ、メディア授業を併用する「ブレンデッド教
育」を、今後の大阪大学標準スタイルとし、教育の質の向上を目指

した活動を2020年度後半に推進。



2020（令和2）年度秋・冬学期：
・全学年において対面授業可能
・要配慮者に対する対応体制整備

・現在実施中のメディア授業の効果検証を進める。

2021（令和３）年度：
ブレンデッド教育を推進する体制の準備開始。

最終目標：
第4期中期計画期間中（2022-2027[令和4-9]年度）に、
全学的な阪大型ブレンデッド教育体制を確立する。



メディア授業の活用によって、教育活動は

大きな変革の時代を迎えている。

課題は多々あるものの、教育の本来あるべき姿につい
て、新型コロナウイルス禍で再認識できたことも多い。

本学は、高大接続から社会人を対象としたリカレント教育に

至るまで、一貫した教育体制の構築を目指し、
各所にブレンデッド教育を取り入れ、
教育環境整備をさらに進める計画


